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論文内 容の要 1::=. 閏
本論文は，サンフ。ノレ値制御系の最適制御理論のーっとして，時間最適化問題をJ::!liL\ に， 状態空間技法に























































第 1 章は緒論で，まず近年のjj;リ祖11理論の分野に画期的な新風を送り込んだ最適{l;IJ街]理論について， その
発展の跡、を概説するとともに，その工学的;忠義について以し， 43にサンフ。ル値{t;1陥1J 系に対する長j@{IJIJ 詰IHl!!
論が，工学的応用の見地からきわめてT:tí:要なものである乙とを述べた。 勺いでサンフ。ル値制御系の最適合IJ
御理論に用いられた各種の数学的手法を紹介検討し， 持者が4 ，lj: ，こ状態空間技法の献立を試みた理由そ lリ]ら
かにしている。
全信iを通して，操作信号はその大きさに 11ìlJ限が与えられ， {IìlJ 泊 IJ系は n 次定数係数総)~微分方程式で記述
されるサンフ。ノレ値制御系であるとしている口





















る最適操作信号そ決定する理論的方法そ導き，乙の理論を 2 次系の例題に適用して， その効用を示してい
る。
~~ 5 章では，制御対象の人力に制限を与えるほか，系の状態の要素の一つ，たとえば速度， 加速度など
にも制限を同時に与えたJb}合のサンプノレ値制御系の時間最適制御の問題を取り扱っている口






trJ 6 ~主は結 H命で，研究成果の概要を記すとともに，今後に残された問題点について言及している。
最適化問題に関する従来の研究の多くは，連続制御系を対象にしたものであるが仇近年， 制御対象の複
雑化と制御評化の高度化 lとともない，デジタノレ計算機を合む制御系の重要度が高まり，一方， 操作に必要
な情報が離散的な時点でしか検出できない場合もあって， サンフ。ノレ値制御系の最適制御理論の確立が強く
要望されてきた。著者はこれに応えて，サンフ。ノレ値制御系の H叩\j最適化問題をとりあげ， 状態空間技法に
よる解法の確立を試み，ほとんど満足に近い形でその目的を達している。著者の展開した状態空間技法に
よれば，空間の次元，すなわち対象とする系の次数の制限をうけることなく， 最適操作信号が状態の関数
としてうえられるので，その点，最大原理， リニヤ・プログラミングあるいは遂次近似計算法などにくら
べて，実用上はるかに有利であるのみならず，計算過程が簡単で， 計算時間が短縮される大きな利点をも
っているので，制御系の設計ならびに運用に貢献するところが大きし凡なお， 今後に残された問題点とし
て，制御時間以外の一般化された評価関数による最適化問題への状態空間技法の応用に対しでも， 著者は
きわめて貴重なる資料を提供したもので，工学上の寄与はきわめて大きい。 それで木論文は博士論文とし
て価値があるものと認める。
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